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最先端の情報技術で新たな価値創造に貢献したい
―常にInnovatorであり続けるプロフェッショナル集団、ISE。

Client first
お客様の新しい価値の創造のために、
IT技術をもって、お客様の成功に貢献
する。

Competency
最高のIT技術を追求するInnovator
として、常に向上・成長する技術者
集団となる。

Culture
ISE社員は、IBMグループの責任ある
一員として信頼され、未来に向け社会の
豊かさと潤いに寄与していく。

ITのスペシャリスト集団として、ISEは高度で最先端の技術力を結集し、日本
IBMの“技術的バックボーン”としての重要な責務を担うとともに、日本IBMとの強力な
コラボレーションにより、日本IBMおよび日本IBMグループに対してITの最先端
領域で常に注目を集める活動を積極的に展開しています。
具体的には、大規模で先進的なプロジェクトの場合、右の概念図にもあるように、
お客様の業務分析や業務システムの設計・開発などのパートを日本IBMの技術者が
担当し、業務システムを支えるシステム基盤の設計・開発をISEの技術者が行う
―といった協力体制をとります。つまり、よりお客様の業務寄りにいるのが日本IBM、
それを支えるシステム基盤寄りに位置するのがISEというわけです。

さらに、ISEは全世界に広がるIBMの研究・開発部門で行われている先進的な
活動に注目することによって、その最新情報や技術を日本IBMおよび日本IBM
グループに対して導入する際のハブ的機能を果たしています。また、お客様の情報
技術やシステムについてのさらなる技術的要求を、研究・開発部門に的確にフィード
バックしています。Transfer of Technology（ToT活動）はＩＳＥの企業理念のひとつ
であり、こうして磨かれたスキルや経験をお客様やＩＢＭグループ社員に伝えていくと
いう、重要で戦略的なポジションを占めています。また要請によりグローバルなレベルで
IBMおよびお客様に支援を提供することもあります。

ISEは、このように高度な技術力をもって、刻 と々進化する情報技術環境にしなやかに
対応できる“本物志向”のプロフェッショナル集団です。

ITプロフェッショナル・サービス概念図

適用業務知識
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システム基盤の
設計・開発
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海外技術支援グループ 研究・開発部門

導入支援活動販売活動 プロフェッショナル・
サービス

システム技術支援/ToTISE ソリューション・オファリング

お客様

新技術の開拓

日本の情報技術をリードする、ISE＆IBMのパートナーシップ
私たち日本アイ・ビー・エム システムズ・エンジニアリング株式会社（ISE）は、日本アイ・ビー・エム グループにおける情報技術

（IT：Information Technology）の専門家集団として、日本アイ・ビー・エム株式会社の本社システムズ・エンジニアリング
部門からその役割を引継いで1992年7月に独立し設立されました。
現在、ISEは、お客様の新しい価値の創造にIT技術で貢献し常に向上するInnovatorとして活躍することを目指して、
“Next Innovation with Our Technical Vitality”というスローガンと下記のような目標を掲げ、事業活動を推進しています。

ISE目標



ISEが手がける業務内容とソリューション領域
日本IBMの“技術的バックボーン”として、ISEは広範かつ高度な業務内容とソリューション領域において
事業を展開しています。具体的には、以下のような内容と領域で活動を繰り広げています。

● 業務DB開発ルールのガイド
● DBアプリケーションの保守・管理業務ガイド
● グリッド・インフラ構築サービス
● ハイパフォーマンス・ファイル・サーバー検証/構築サービス
● EAの考え方に基づいたインフラコンサルテーションの実施
● インフラ構築の方法論（モデリング 技法）に基づいたインフラ設計＆構築
● パターン/リファレンスを活用したインフラアーキテクチャー策定
● リスク分析に基づくセキュリティ・アーキテクチャー策定
● WebSphere® IIにおけるレプリケーション・ソリューションの提供

ArTC（Architecture Technology Center）

SITC（System Infrastructure Technology Center）

SwTC（Software Technology Center）

Software

IP Service ● 知的財産サービス・コンポーネント・サイトでの情報提供

● ISEがサポートするソフトウェア情報サイト

● グリッド・インフラ構築サービス
● WEBシステム基盤の設計と構築
● WEBシステム基盤のカウンセリング
● SOAシステム基盤の設計と構築
● エンタープライズ・ミッションクリティカル・システム構築支援
● エンタープライズ-Web連携システム構築支援
● WBIソリューション・イネーブルメント
● IMツール・ソリューション・イネーブルメント
● エンタープライズ・システム・クリニック
● ハイパフォーマンス・ファイル・サーバー検証/構築サービス

● z/VM® & Linux on System z® システム基盤デザインソリューション
● z/VM & Linux on System z システム診断ソリューション
● IAサーバー高可用性システム基盤構築
● VMwareによるサーバー仮想化ソリューション
● サーバー・ネットワーク・ソリューション
● オープン・ネットワーク・ソリューション
● TIM/TDIによるユーザー管理ソリューション
● UNIX® セキュリティー強化ソリューション
● 統合システム管理基盤の設計と構築
● Web監視ソリューション
● ITサービス管理のコンサルテーション
● サービスデスク構築ソリューション
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名称 日本アイ・ビー・エム システムズ・エンジニアリング株式会社
（IBM Japan Systems Engineering Co.,Ltd.）

本社所在地 千葉県千葉市美浜区中瀬1丁目1番

事業所 幕張本社

資本金 3億円（日本IBMの100％出資）

設立 1992年7月23日（日本IBMより分社）

従業員数 344人（2009年4月現在）

売上高 61億円（2008年度）

会 社

概 要

事 業

内 容
1. ITプロフェッショナル・サービスの実施
全国のお客様を対象とし、システム構築に関するシステム基盤設計の
コンサルティング、設計・開発・導入などに際しての専門的ITプロフェッ
ショナル・サービスの提供。
2. 技術情報の発信
各国IBMの研究・開発部門から得た先端技術情報や、事業活動を
通じて経験した技術・事例を、お客様や日本IBMグループに対し技術
資料やセミナー・ワークショップの形式で提供。

日本アイ・ビー・エム システムズ・エンジニアリング株式会社は、日本アイ・ビー・エム株式会社のグループ企業です。
IBM、IBMロゴ、System z、WebSphere、z/VMは、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corp.の商標です。
他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。
ISEは、IBM Corporationの登録商標です。
UNIXはThe Open Groupの米国およびその他の国における登録商標です。

日本アイ・ビー・エム システムズ・エンジニアリング株式会社
〒261-8522  千葉県千葉市美浜区中瀬1-1（IBM幕張ビル内）
http://www.ibm.com/jp/ise/


